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平成 26 年 11 月 1 日 2 日に千葉市の各会場で第 64 次
千葉県教育研究集会が行われました。印旛からは夏の印
教研で小学校３部会，中学校５部会が推薦され，松本先
生（千代田中），佐々木先生（四街道中学校），門脇先生

(原山小学校)，菅原先生（原小学校）の４名が研究発表
を行いました。その結果見事小学校はメインレポーター
として，中学校はサブレポーターとして全国教研に参加
することになりました。 

今年の全国教研は⒉月６日～８日に山梨県を会場に
実施されました。今回の理研会報では，全国教研に参加
した先生方からの感想等を掲載いたします。 

                         （全国教研理科教育分科会会場にて） 

 

 

 四街道市立四街道中学校  

佐々木 慶太 先生 

 

今回，全国教研という大舞台に参加する

ことができ，ここまで支援してくださった

先生方に大きな感謝をしたいと思います。

また，全国において実践されているさまざ

まな授業研究や，そこにある先生方の思い

など，たくさんのことを勉強する絶好の機

会となりました。 

議論の中心として，そこでは持続可能な

循環型社会の必要性やエネルギー問題につ

いての提案がなされていました。大きなポ

イントとしては福島第一原発の事故から放

射線・放射能教育についてのあり方につい

て議論され，現地である福島県の提案では，

さまざまな情報が錯綜している中で，私た

ちは善悪ではなくありのままの事実を子ど

もたちに教えていかなければならないこと

を強く主張していました。一方で，埼玉県

の提案では，独自に研究を重ねて得たデー

タを元に，放射線がいかに危険なものか，

また，自らの学年で実践した防護策につい

て主張していました。個々で考えるには重

大すぎるテーマでしたが，理科教育を行う

上で，どのような立場で教育していくこと

が正しいのか，その中で，指導者側の考え

を押しつけるのではなく，子どもにも放射

線について考える余裕を与えるべきではな

いか，という声もありました。知識を与え

ると同時に，風評被害にあっていた現地に

住む人のことも考えなければならない，指

導者の強い主張は，時に子どもの道徳性を

失う教育にもなりかねない，など深く考え

ていかなければならないテーマだというこ

とを改めて認識する機会になりました。こ

こで得たものを，現場の子どもたちにしっ

かりと還元していきたいと思います。 
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印西市立原山小学校 

 門脇 英貴 先生 

 

２月６～８日の３日間，山梨県で行われ

た全国教研に参加させていただきました。

各都道府県の提案は，全部で３１本（小学

校１４本・中学校１４本・高校３本）あり

ました。それぞれ理科を様々な観点や視点

から捉えており，大変興味深いものでした。 

 その中で私は，実感を伴った理解を図る

ための理科学習のあり方～具体的な体験活

動を重視した人体の学習（５年『人のたん

じょう』）

～をテー

マに提案

してきま

した。参

加者から

は「わかりやすく丁寧に授業を行っており，

ぜひやってみたい実践である」などたくさ

んの意見・質問をいただきました。共同研

究者からは「自分の誕生のルーツを知るよ

うな学習で子どもたちにとって大きな意義

があったと思う。子どもたちの感動の様子

が伝わってきた」「さらに命について考え

させるきっかけにしてほしい」というご意

見をいただきました。 

  今回の全国教研を通して，改めて子ども

たちが主体となった教育が大切であること

を考えさせられました。子どもの好奇心が

躍動する「生きた授業」をめざして，これ

からもがんばっていきたいと思います。 

 このような貴重な機会を与えてくださっ

た印教研，千教研理科研究部会の皆様に感

謝いたします。ありがとうございました。

（写真は県教研での提案） 

 

  

 

2 月 13 日（金）に成田小学校にて第 3 回役員会と
第 2回研究員集会が行われました。役員会では今年度
の活動報告や来年度の事業計画などが審議されまし
た。 

 引き続き小学校，中学校にわかれ，研究員集会が行
われました。小学校は千葉県教育庁北総教育事務所主
席指導主事佐久間保男先生，中学校は八街市立八街中
学校の大坊孝志教頭先生を講師にご指導をいただき
ました。来年度の研究主題や研究計画などが各部会か
ら提案され，研究の方向性について，参加された先生
方からいろいろなご意見をいただきました。各部会で
今回の研究員集会を受けてさらに検討し，研究を進め
ていただきたいと思います。なお，次回の研究員集会
は今年度同様 6月上旬を予定しておりますので，夏の
印教研集会での発表の中間報告ができるように見通

しを持った活動をお願いいたします。 

 

（写真は研究員集会の様子 右上は小学校 右下は中学校） 


